
Ｒ４年度

当初予算額

118億3000

10億1400

3億7390

19億3890

保 険 事 業 勘 定 19億2200

介 護 ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 事 業 勘 定 1690

3億8530

3740

2億2670

330

10

39億7960

6億2280

164億3240

46億0240特別会計＋病院事業会計
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特

　

別

　

会

　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内

訳

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

単位：万円（四捨五入）

会　計　名

令和４年度予算会計別総括表

令
和
４
年
度
当
初
予
算
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事

業
会
計
の
合
計
額
は
１
６
４

億
３
２
４
０
万
円
で
前
年
度

対
比

２２
億
２
４
５
５
万
円
の

減
額
予
算
（
▲

１１
．
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
表

の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は

１
１
８
億
３

千
万
円
で
前
年
度
比
▲
１
億

７
千
万
円
減
（
▲
１
．
４
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は

３５
億
４
４
６

９
万
円
、
収
入
総
額
の

３０
％

で
前
年
度
よ
り

１１
．
３
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

か
が
や
き
ネ
ッ
ト
管
理
基

金
や
子
育
て
事
業
関
係
の
保

健
医
療
福
祉
基
金
か
ら
の
繰

入
金
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

依
存
財
源

地
方
交
付
税

と
い
う
国
か
ら
頂
く
お
金
は
、

４８
億
３
千
万
円
（
総
額
の

３７
．
８
％
）
で
昨
年
実
績
を

踏
ま
え
特
別
交
付
税
な
ど
２

億
９
千
万
円
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
関
連
や
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
事

業
、
災
害
復
旧
補
助
な
ど
で

国
・
県
支
出
金
も
か
な
り
増
加

し
ま
し
た
が
、
庁
舎
建
設
終
了

に
よ
る
過
疎
債
の
大
幅
減
な

ど
借
入
予
定
額
が

１２
億
３
千

万
円
と

１３
億
４
４
８
０
万
減

少
し
、
依
存
財
源
は

８２
億
８

千
万
円
（
▲
６
．
０
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

本
年
度
の
借
金
の
返
済
額

（
公
債
費
）
は
、
災
害
普
及
事

業
債
や
過
疎
債
の
償
還
で
３

７
３
３
万
円
増
の

１３
億
８
４

９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
当
初
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
９９
億

６
千
万
円
で
前
年
度
よ
り
▲

１１
億
９
千
万
円
減
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
末
の
地

方
債
（
借
金
）
残
高
の
総
額
は

１
２
７
億
７
百
万
円
と
な
り

前
年
度
よ
り

１２
億
８
千
万
円

程
度
の
減
と
な
る
予
定
で
す
。

な
お
、
令
和
２
年
度
末
の
町

民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残
高

は
１
４
３
万
円
と
な
り
ま
す
。

人
口
減
が
残
高
の
多
い
原

因
と
思
わ
れ
ま
す
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
令和４年４月１０日 ＮＯ６３

発行責任者：橋迫芳隆
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令和４年度

当初予算



令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
Ｒ
４
年
３
月
）
は
、
表
の

と
お
り
で
、
事
業
費
の
確
定
、
精
算
見
込
に
よ
る
減
額

補
正
が
主
な
も
の
で
す
。

《
主
な
増
額
補
正
》

〇
生
活
交
通
確
保
負
担
金
補
助

 
 

中
国
バ
ス
運
賃
収
入
減
分
補
助
５
３
７
万
円

〇
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

５
６
７
万
円

〇
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
体
補
助
交
付

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ
追
加
支
援
１
億
２
２
５
８
万
円

○
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
運
営
基
金
積
立
５
４
５
４
万
円

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 -▲311 7456

総務費 -▲3052 34億7901
公共交通関連経費▲446、行政手続ｵﾝﾗｲﾝ化567、庁舎建設事業等▲1億5132、
ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌｧﾝﾄﾞ事業560、ふるさと応援奨励経費937、NPO法人支援経費1億2433、

民生費 -▲2418 21億8662
ｺﾛﾅ対策費50、国民健康保険会計96、介護保険会計239、後期高齢者会計▲
1165、放課後児童施設▲300、扶助経費▲700

衛生費 -▲1億5272 24億9850
予防接種▲280、成人保険▲711、ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ神石203、し尿処理車両345、簡易水
道会計▲32、農業集排会計▲648、病院事業会計補助▲1億3326

農林水産費 2億3146 10億0131 地域営農支援▲660、畜産振興▲160、地籍調査2億4855、ひろしま森づくり137

商工費 -▲1018 1億6395 雇用促進奨励▲220、事業継続・雇用維持▲800

土木費 -▲2016 6億8133
長寿命化対策▲220、橋梁トンネル補修326、町道改良（社会資本）▲293、町道
改良（単独町費）▲1389

消防費 -▲3206 4億0207 常備消防▲1622、非常備消防▲1000、消防施設整備▲174

教育費 -▲167 7億9026
教育総務負担100.、英語教育推進▲500、学校保健対策693、成人式開催▲60、
芸術文化振興▲50

災害復旧費 -▲2億1615 4億2512

現年農地農用施設復旧▲6290、過年度　〃（平成30年災）4250、　〃（令和2年

災）▲200、現年林道復旧▲5285、現年道路橋梁▲1億3800、過年度　〃（令和2
年災）▲290

公債費 -▲1132 13億7502

諸支出金 1億6692 5億3900
財政調整基金積立270、減債基金積立5951、保健医療福祉基金積立5174、かが
やきネット管理運営基金積立5454、医療従事者確保基金積立173

予備費 4000

合　計 -▲1億0369 136億5675
歳入（款）；町税▲3372、消費税交付金1915、普通交付税6億3870、使用料手数
料576、国庫支出金▲6681、県支出金1億8825、財産収入718、寄付金1億4490、
繰入金▲6億784、諸収入1032、町債▲4億650

　　　　令和４年３月一般会計補正予算（令和３年度３月分）

R3 .3月補正 R3.3月補正後予算 摘要

-▲1億0368 136億5675

4395 11億6350

-▲1166 3億6241

1507 19億0001

226 3億4120 業務委託▲48、負担金69

4964

-▲1238 2億5442 業務委託▲37、工事請負▲1153

370

170

3724 40億7658

-▲2億4790 25億1330

電子ｶﾙﾃ更新▲1億5180、
病院移転▲2000、
工事費精算▲7110

-▲3億1434 202億4663

-▲2億1066 65億8988特別会計＋病院事業会計
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特

　
別

　

会
　

計
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後 期 高 齢 者 医 療
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簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業
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総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計
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単位：万円（四捨五入）

令和３年度

会　計　名

令和３年度予算会計別総括表

※挑戦のまち神石高原町創造予算

「安心・幸せ・更なる挑戦」

２０億３７０６万円を予算化

○Ｒ４年度主な新規事業と予算    （単位：万円）

＊企業誘致を促進 滞在型サテライトオフィスを改

修し参入企業と町内事業者との連携を支援 ３５１９

＊新規就農者に機械導入など支援     １８００

＊有害鳥獣駆除対策に地域おこし協力隊員を募

集。民間業者とジビエ肉活用支援 冷凍車購入など

                            １４５０

＊かがやきネット設備更新（三和地区） １億７７１２

＊住民票、印鑑証明など広域交付システムの整備

マイナンバーカードを利用し全国どこの市町から

でも請求できます（コンビニを利用）   １０９０

＊医療分野などでのデジタル技術活用

・ウェアラブル端末を利用しての未病対策

・ 〃   利用しての予防医療の仕組みづくり

          実証実験として  ３０００

＊こばたけ保育所 用地造成・本体工事など

                         ５億８１６９

＊どんぐり幼稚園認定こども園移転新築補助等

                         １億４２４７

＊やまびこ来見館（放課後児童）開設整備４２００

「
商
工
観
光
」
の
所
管
を
産
業
課
に

今
年
度
よ
り
商
工
・
観
光
の
管
轄

を
政
策
企
画
課
か
ら
産
業
課
に
移

管
し
た
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
業
務
面
で
の
連
携
を
密
に
し
、

よ
り
実
務
的
な
成
果
を
狙
う
意
向
。

令和３年度
補正予算（最終）

次
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
事
業

の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

○
子
育
て
臨
時
交
付
金

１
億
６
２
０
０

○
病
院
会
計
補
助 

 

２
２
０
０

○
三
和
共
同
調
理
場

９
２
０
０

○
情
報
基
盤
整
備

３
３
５
５

○
小
規
模
崩
壊
復
旧

３
１
３
５

主な繰越予算



条
例
制
定
・
改
正
の
主
な
も
の

○
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

設
置
管
理
条
例
の
制
定

冬
季
生
活
支
援
住
宅
を
廃
止
し
、
滞
在

型
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
改
修

○
が
ん
ば
る
町
ふ
る
さ
と
応
援
条
例一

部
改
正

町
の
来
を
担
う
若
者
を
“
町
民
み
ん

な
”
で
応
援
し
て
戴
こ
う
と
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
指
定
先
に
「
奨
学
金
返
済
支
援
事

業
」
を
加
え
ま
し
た
。

○
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

子
供
の
均
等
割
り
の
保
険
料
を
軽
減

す
る
た
め
に
改
正

○
神
石
高
原
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

議
場
に
お
け
る
情
報
通
信
端
末
機
器

の
使
用
に
つ
い
て
新
た
に
規
定

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

 
 

＊
新
規
１
件
（
黒
木
谷
団
地
施
設
）

継
続

２５
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

※
任
期

委
嘱
日
か
ら
３
年

・
氏

名 
 

横
山

礼
子

さ
ん

住

所 
 

新
免
４
７
３
１-

１

・
氏

名 
 

岡
本

順
子

さ
ん

住

所 
 

有
木
７
５
４

・
氏

名 
 

藤
井

義
則

さ
ん

住

所 
 

井
関
２
０
６
７-

３

普
通
財
産
の
管
理

木
野
山

旧
高
蓋
小
学
校
の
備
品

を
旧
庁
舎
へ
移
動
し
た
後
は
、
ほ

か
に
用
途
が
な
け
れ
ば
旧
高
小
の

解
体
処
分
を
検
討
さ
れ
た
い
。

瀬
尾
総
務
課
長

現
在
民
間
事
業

者
か
ら
使
用
の
申
し
出
が
あ
り
調
整

中
で
あ
り
解
体
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
交
通
確
保
事
業

木
野
山

本
庁
舎
前
を
通
過
す
る

町
営
バ
ス
の
運
行
は
、
諦
め
た
の

か
。

瀬
尾
総
務
課
長

運
行
が
で
き
れ

ば
利
便
性
も
上
が
る
の
で
運
行
し
た

い
が
、
利
用
実
態
が
な
く
要
望
も
な

い
の
で
、
総
合
的
判
断
で
今
の
と
こ
ろ

難
し
い
状
況
だ
。

今
後
、
ア
ク
セ
ス
を
ど
う
す
る
か
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

神
石
高
原
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド

運
営
事
業

木
野
山

令
和
３
年
度
３
月
補
正

で
寄
付
分
５
６
０
万
円
を
追
加
補

正
さ
れ
た
。

当
初
予
算
の
８
２
０
万
円
は
不

要
で
は
。

池
田
政
策
企
画
課
長

運
営
費
へ
の

指
定
寄
付
な
の
で
令
和
３
年
度
分
の

運
営
費
へ
充
当
し
ま
す
。
当
初
予
算

分
は
４
年
度
分
の
担
保
財
源
と
し
て

計
上
し
た
い
。

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

運
営
事
業

木
野
山

説
明
会
へ
参
加
し
た
企

業
か
ら
雇
用
要
望
な
ど
の
回
答
を

求
め
た
う
え
で
デ
ー
タ
分
析
し
、
具

体
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を
行
う

な
ど
積
極
的
に
攻
め
の
事
業
展
開

を
行
い
、
前
へ
前
へ
と
進
む
べ
き
で

は
。

池
田
政
策
企
画
課
長

商
工
関
係

者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
不
十
分
だ
。

本
年
度
上
半
期
で
分
析
把
握
を
行

い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業

を
行
い
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

観
光
事
業
経
費
（
恋
人
の
聖
地
）

木
野
山

恋
人
の
聖
地
全
国

１４
市

町
と
連
携
・
交
流
し
事
業
展
開
と

な
る
よ
う
だ
が
、
ま
ず
ど
こ
か
ら

手
を
付
け
る
の
か
。

結
婚
率
・
出
生
率
の
向
上
に
向

け
て
各
市
町
と
の
幅
広
い
事
業
展

開
と
目
標
は
高
い
が
、
ま
ず
わ
が

町
の
既
存
の
事
業
の
検
証
見
直
し

も
必
要
か
と
思
う
が
、
本
年
度
の

計
画
を
伺
う
。

池
田
政
策
企
画
課
長

出
生
率
と

関
係
人
口
の
拡
大
が
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。
取
り
組
む
市
町
の
半
分
以

上
は
関
係
人
口
の
拡
大
を
テ
ー
マ
と

し
て
お
り
わ
が
町
も
こ
ち
ら
を
メ
イ

ン
と
し
て
取
り
組
む
。
各
事
業
の
検

証
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

企
画
一
般
管
理
経
費

（
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
）

木
野
山

こ
の
事
業
の
委
託
先
は

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｄ
Ｘ
事

業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
に
委
託

す
る
の
か
。

岡
崎
未
来
創
造
課
長

候
補
者
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
が
首
都
圏
な
ど

に
本
拠
を
置
く
企
業
に
募
集
を
掛

け
た
い
。
本
町
に
拠
点
を
置
か
れ
た

企
業
と
協
議
し
、
事
業
展
開
の
中

身
を
決
め
た
う
え
で
委
託
す
る
予

定
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

木
野
山

新
た
な
予
防
医
療
の
仕

組
み
づ
く
り
の
た
め
の
実
証
実
験

と
有
る
の
で
、
指
定
す
る
モ
ニ
タ

ー
者
（

２０
人
）
は
指
定
病
院
で
あ

る
旧
ス
ズ
キ
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
の

患
者
さ
ん
に
限
る
と
理
解
し
て
も

よ
ろ
し
い
か
。

松
井
保
健
福
祉
課
長

そ
の
よ
う

に
は
考
え
て
い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
指
針
が
１
月
に

改
正
さ
れ
、
加
速
化
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
幅
広
く
行
う
こ
と
に
よ

り
課
題
の
把
握
や
成
果
に
繋
が
り

見
通
し
も
立
つ
と
考
え
て
い
る
。さくらが満開となりました



  

木
野
山

本
年
度
、
通
年
雇
用
に

向
け
た
取
り
組
み
支
援
の
た
め

「
人
材
交
流
サ
イ
ト
」
を
立
ち
上

げ
た
。
内
容
を
伺
う
。

ま
た
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
組
合

を
登
録
す
る
と
あ
る
が
目
的
は
。

Ａ

町
長

町
内
外
の
経
営
体
の
必
要
な
人

材
情
報
を
登
録
し
、
人
材
確
保
の

支
援
を
行
う
。

特
定
事
業
組
合
が
立
ち
上
が
れ

ば
、
サ
イ
ト
へ
登
録
し
、
加
入
促

進
を
図
り
た
い
。

モ
デ
ル
地
域
の
指
定
と
地
域
基
盤

整
備
へ
の
取
り
組
み

木
野
山

地
域
を
守
る
取
り
組
み

と
し
て
、
農
業
振
興
協
議
会
提
案

の
「
モ
デ
ル
地
域
」
の
指
定
は
。

Ａ

町
長

経
営
継
続
の
課
題
な
ど
危
機
感

を
持
っ
て
積
極
的
に
課
題
解
決
に

取
り
組
む
集
落
や
農
業
法
人
の
存

す
る
地
域
を
中
心
に
指
定
し
た

い
。

木
野
山

同
じ
く
提
案
の
地
域
の

基
盤
整
備
へ
の
取
り
組
み
は
、
前

向
き
に
検
討
さ
れ
る
か
伺
う
。

Ａ

町
長

国
の
補
助
事
業
が
活
用
で
き
れ

ば
、
必
要
な
規
模
で
の
実
施
を
検

討
す
る
。

非
農
地
判
断
農
地
の
地
目
変
更

木
野
山

農
業
委
員
会
か
ら
新
規

提
案
さ
れ
た
非
農
地
判
断
農
地
の

地
目
変
更
登
記
対
策
と
し
て
の
申

請
案
件
は
。

Ａ

町
長

処
理
件
数
も
多
く
、
税
担
当
部

局
と
農
業
委
員
会
と
の
間
で
協

議
・
調
整
中
で
す
。

Ａ

住
民
課
長

今
後
は
農
業
委
員
会
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
農
地
の
認
定
を
行
う
。

木
野
山

不
動
産
登
記
で
の
全
部

事
項
証
明
書
な
ど
が
、
近
く
の
市

町
の
窓
口
で
交
付
出
来
る
よ
う
に

制
度
改
正
へ
の
提
案
は
。

Ａ

町
長

高
齢
化
が
進
み
、
福
山
支
局
ま

で
行
く
こ
と
が
困
難
で
、
届
け
出

が
で
き
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
町
だ
け
の
課
題
で

は
な
く
対
応
を
検
討
中
で
す
。

堆
肥
購
入
補
助
制
度
の
廃
止

木
野
山

堆
肥
購
入
補
助
は
維
持

に
向
け
舵
を
取
る
べ
き
だ
。

Ａ

産
業
課
長

予
定
通
り
廃
止
し
一
年
間
様
子

を
見
た
い
。

農
地
面
積
を
基
に
農
業
支
援
を

木
野
山

集
積
農
地
や
営
農
技
術

を
守
る
た
め
に
、
近
隣
市
町
が
制

度
化
し
た
農
地
面
積
を
基
に
し
た

農
業
支
援
策
を
検
討
し
た
ら
。

Ａ

産
業
課
長

農
地
を
守
る
施
策
な
の
で
状
況

を
見
て
必
要
と
有
れ
ば
検
討
し
た

い
。

持
続
可
能
な
商
工
業
の
振
興

木
野
山

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済

の
疲
弊
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
な
ど
町
内
零
細
中
小
商
工
業

者
の
状
況
は
厳
し
い
。

商
工
業
の
振
興
に
於
い
て
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
事
業
継
続
に
向
け

た
事
業
者
支
援
へ
の
具
体
的
内
容

は
。

Ａ

町
長

売
上
向
上
や
労
働
生
産
性
の
向

上
に
取
り
組
む
事
業
経
費
の
一
部

を
助
成
す
る
。

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
、
非
対
面

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
、
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
な
ど
で
、
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
の
作
成
、
ウ
ェ
ブ
受
発

注
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。

Ａ

政
策
企
画
課
長

零
細
中
小
企
業
者
の
中
で
国
県

の
支
援
制
度
に
該
当
で
き
な
い
会

員
を
対
象
に
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
方
々
が
前
向
き
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
商
工
会
と
協
議
し
実
施
し

た
い
。

人
材
交
流
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
で

人
材
の
確
保
を
支
援

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

「
書
か
な
い
窓
口
」

木
野
山

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
庁
内

環
境
の
整
備
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
「
見
え
る
化
」
が
必
要
だ
。

窓
口
業
務
の
見
直
し
の
中
で
「
書

か
な
い
窓
口
」
へ
の
本
町
の
取
り
組

み
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ

町
長

職
員
が
聞
き
取
っ
て
申
請
書
を
作

成
し
必
要
な
申
請
手
続
き
を
行
う
も

の
で
、
住
民
は
、
窓
口
一
か
所
で
煩

雑
な
手
続
き
が
済
み
、
職
員
も
申
請

書
の
補
正
処
理
が
少
な
く
な
り
業
務

改
善
に
つ
な
が
る
。
こ
こ
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

何
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
満
足
度

が
高
ま
る
か
、
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
も

と
に
検
討
し
た
い
。


